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Poco a poco …     

               “鬼門”の選手権予選初戦突破‼ 

                                        次戦でも自信を持って挑戦する‼ 

選手権予選初戦は、厳しい夏の成果が表れ勝利で飾る‼  

次戦の目黒学院戦に向けてＫ‘ｓ ｆｏｏｔｂａｌｌ ｓｔｙｌｅ更に進化させる‼  

＜選手権一次トーナメントがスタート‼10年ぶりの二次トーナメントに向けて好発進‼＞ 

8月 27日（土）、第 101 回選手権大会東京都予選一次トーナメントが、都内各グランドでスタ

ートしました。片倉高校サッカー部はホームグランドで同地区の八王子東高校と初戦を迎えまし

た。49期生の三年生にとっては、高体連主催最後の大会となります。公式戦ともなれば多少緊張

はしますが、サッカー部新体制となり三年間コツコツ積み上げてきた成果を本番の舞台で堂々と

披露できるかの真価が問われます。当日は数日ぶりに暑くなりましたが、この夏の暑さの中でト

レーニングを重ねてきたので寧ろこちらにとってはアドバンテージになります。三年ぶりに戻っ

てきた厳しい夏のトレーニングの成果と地の利を生かし、大事な選手権初戦の勝利を目指しゲー

ムに臨みました。 

私も初めての経験ですが、キックオフ最初のプレー(10秒くらいでした)で幸先よくゴールが決

まりました。その後も、相手コートでのプレー時間が長くゴールチャンスを作りますが、チーム

の課題であるシュートの精度に欠けゴールを奪えない時間帯もありました。それでも、二点目が

決まると子どもたちも少し落ち着いたのか、今年の夏に取り組んできたプレーが随所に見られ狙

い通りの形からゴールを重ねていきます。特に後半は、この夏の厳しいトレーニングの成果が明

らかに見られ 80分間強度を落とさずに最後までプレーを続けることができました。鬼門である初

戦は、結果的には点差が付きましたが、ここはあくまでも通過点であり目標は二次トーナメント

に進出し、そこで“片倉旋風”を巻き起こすことです。先ずは、次戦の目黒学院戦までの二週間

いい準備をして二回戦(9/11)に臨みたいと思います。 

 “Ｋ’ｓ ｆｏｏｔｂａｌｌ ｓｔｙｌｅ”をここからまだまだ進化させていきます。 



三年ぶりに戻ってきた夏のトレーニングが終了‼ 

8月 29日（月）、戸吹グランドのトレーニングで“2022 Summer training”を打ち上げました。 

今年度は三年ぶりにいつもの夏が戻ってきました。49期生（三年生）は簡易型の入学式から我

慢の連続の高校生活でしたが、この夏休み最初で最後となりましたが『鬼の菅平合宿』を経験で

きたことは、いつまでも忘れることのできない高校時代の最高の思い出になることと思います

（合宿特集号の子どもたちの笑顔が全てを物語っていると思います）。 

子どもたちは、新型コロナの影響で当たり前にあるはずの高校生活の多くのことを失いました

が、残念ながら実施できなかった行事からは何も残りません。不謹慎な言い方になるかもしれま

せんが、感染症予防対策などリスク管理をしっかり行いながらでも合宿が実施でき、体験できた

ことは、これからの子どもたちの成長と人間力向上に繋がるので、本当に良かったと思います。

その後も各フェスティバルに参戦し、多くの TRM を行いながら選手権一次トーナメント突破に

向けてチーム一丸となって準備を進めてきました。夏の四十日間は、困難や辛いことの連続でし

たが、挑戦したり夢を叶える

ためには、必ず苦難はつきも

のです。しかし、目標に向か

って、歩みを止めずに一歩一

歩前進し、一蹴り一蹴りのト

レーニングの積み重ねこそが

大切であり、どのチームにも

負けないくらい子どもたちが

無我夢中にやってきた成果が

初戦の結果に繋がっていると

思います。次戦の目黒学院戦

に向けても、いい準備をして

万全の態勢で臨めるように頑

張ります。          ＜厳しい夏を乗り越えたからこそ得られる充実感と達成感‼＞ 

選手権次戦に向けてリハーサルに奔走中‼ 

選手権予選二回戦以降は試合会場が人工芝のグランドになるので、早速、初戦終了後にサッカ

ー仲間のネットワークを頼りに、卒業生がお世話になっているご近所の日本文化大学や桜美林高

校、選手権予選終了後の駒沢グランドなど、人工芝グランドをお借りして次戦の 11日までの間、

片倉高校サッカー部はリハーサル（トレーニング）のため奔走しています。 

人工芝のグランドでのトレーニングや TRM は、普段クレーのグランドに慣れている片倉高校

サッカー部からすると、ボールの転がり方や弾み方など『違いの分かる選手になるため』にとて

も大切になります。また、GKトレーニングはとてもレベルアップが期待できます。些細なことで

すがそこに拘れることが公式戦前の準備には欠かせないことなのです。快くグランド提供して頂

いている方々には本当に感謝しかありません。結果で答えられるように頑張りたいと思います。 

 
 

 
 

 
 

 


